
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
か
ら
趙
孟
頫
へ

宮

崎

法

子

は
じ
め
に

﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂︵
東
京
国
立
博
物
館
︶︵
図
１
︶
は
、
日
本
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
中
国
画
を
代
表
す
る
優
品
と
し
て
つ
と
に
名
高
い
。
絵
画
そ
の
も
の
の

価
値
と
と
も
に
、
制
作
事
情
を
伝
え
る
同
時
期
の
複
数
の
跋
文
を
備
え
る
点
で

も
貴
重
で
あ
る
。
清
末
、
清
朝
宮
廷
か
ら
民
間
に
出
て
、
そ
の
後
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
、
南
画
の
収
蔵
家
と
し
て
知
ら
れ
る
菊
池
惺
堂
︵
一
八
六
七
︱
一
九
三

五
︶
の
所
蔵
に
帰
し
た
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
際
し
て
、
惺
堂
が
、

こ
の
作
品
と
と
も
に
蘇
軾
の
﹁
黄
州
寒
食
帖
﹂︵
現
在
、
台
北
国
立
故
宮
博
物

院
所
蔵
︶
を
、
火
災
の
中
か
ら
救
い
出
し
た
こ
と
は
、
本
作
品
の
内
藤
湖
南
の

跋
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、﹁
黄
州
寒
食
帖
﹂
に
ま
つ
わ
る
逸
話
と
し
て
台
湾

1

で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
、
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
に

帰
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

一
．
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
現
状

こ
の
作
品
の
題
︵
引
首
︶
と
本
紙
の
間
の
表
具
︵
隔
水
︶
上
に
は
、
董
其
昌

の
跋
が
あ
る
︵
図
１

―
４
段
目
、
図
２
︶。

海
上
の
顧
中
舎
︵
顧
従
義
︶
所
蔵
の
名
巻
は
四
有
り
、
謂
わ
く
顧
愷
之
﹁
女

史
箴
﹂
、
李
伯
時
﹁
蜀
江
図
﹂
、
﹁
九
歌
図
﹂
及
び
此
の
﹁
瀟
湘
図
﹂
の
み
。
﹁
女

史
箴
﹂
は
攜
李
の
項
家
に
在
り
、
﹁
九
歌
﹂
は
余
の
家
に
在
り
、
﹁
瀟
湘
図
﹂
は

陳
子
有
参
政
家
に
在
り
、
﹁
蜀
江
﹂
は
信
陽
王
里
逅
将
軍
家
に
在
り
、
皆
、
希

踪
︵
す
ぐ
れ
て
ま
れ
な
作
品
︶
な
り
。
董
其
昌
観
て
、
因
り
て
題
す
。︵
図
２
︶

2

こ
の
跋
か
ら
、
董
其
昌
の
頃
、﹁
瀟
湘
図
﹂
は
、
李
伯
時
つ
ま
り
北
宋
の
李

公
麟
の
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ

う
に
、
巻
末
に
は
、﹁
瀟
湘
臥
遊

伯
時

為
雲
谷
老
禅
図
﹂︵
瀟
湘
臥
遊
、
伯

時
、
雲
谷
老
禅
の
為
に
図
す
︶
と
い
う
明
ら
か
な
偽
款
が
あ
る
︵
図
３
︶
。

3

清
の
乾
隆
帝
は
、
董
其
昌
が
こ
の
跋
文
に
挙
げ
て
い
る
海
上
顧
氏
旧
蔵
の
四
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名
巻
を
す
べ
て
手
に
入
れ
た
時
、
大
い
に
喜
び
、
各
巻
の
巻
末
に
自
作
の
四
君

子
画
を
付
し
た
。
本
図
に
は
、
墨
竹
図
が
付
さ
れ
た
︵
図
１

―
４
段
目
︶。
さ

ら
に
、
巻
頭
に
は
、
乾
隆
の
題
﹁
気
呑
雲
夢
﹂︵
気
、
雲
夢
を
呑
ま
ん
と
す
︶4

が
あ
る
︵
図
１

―
４
段
目
︶。
た
だ
、
現
状
の
乾
隆
の
題
に
つ
い
て
は
、
模
本

に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

5

ま
た
、
近
年
の
修
理
に
際
し
て
、
軸
心
に
封
じ
ら
れ
て
い
た
、
高
士
奇
の
購

入
記
録
も
再
発
見
さ
れ
、
康
煕
癸
酉
︵
一
六
九
三
︶
に
、
呉
門
︵
蘇
州
︶
で
、

二
百
両
で
購
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
︵
図
１

―
６
段
目
最
末
尾
︶。
な
お
、
こ

6

の
記
録
は
、﹃
石
渠
宝
笈
﹄
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

図
１
に
は
、
便
宜
の
た
め
、
跋
文
の
筆
者
と
、
年
紀
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
を

示
し
た
。﹃
石
渠
宝
笈
﹄︵
巻

︶
に
は
、
現
在
の
第
九
跋
の
理
窟
跋
の
後
に
、

44

さ
ら
に
、
戇
叟
と
い
う
伝
不
詳
の
人
物
の
跋
と
、
高
士
奇
の
跋
も
著
録
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。

7以
上
か
ら
伝
来
を
ま
と
め
る
と
、
明
末
以
降
は
、
上
海
の
顧
従
義
︵
一
五
二

三
～
一
五
八
八
︶
か
ら
陳
子
有
へ
、
そ
の
後
一
六
九
三
年
に
高
士
奇
が
呉
門
に

8

お
い
て
二
百
両
で
購
入
、
の
ち
清
朝
内
府
に
入
っ
た
。
ま
た
、
高
士
奇
が
、
王

延
庚
、
汝
南
の
王
延
世
、
王
思
世
︵
名
前
か
ら
兄
弟
か
従
兄
弟
か
一
族
の
人
物

と
考
え
ら
れ
る
︶
と
い
う
伝
未
詳
の
収
蔵
家
の
鑑
蔵
印
を
録
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
士
奇
以
前
に
、
彼
ら
の
手
を
経
た
こ
と
が
分
か
る
。
や
が
て
、
清
末
に

清
宮
か
ら
出
て
、
日
本
に
渡
っ
た
。
呉
汝
綸
が
東
京
で
書
い
た
跋
か
ら
一
九
〇

二
年
に
は
す
で
に
東
京
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
関
東
大
震
災
︵
一
九
二
三

年
︶
以
前
に
菊
池
惺
堂
の
収
蔵
と
な
っ
て
い
た
。
の
ち
、
第
二
次
大
戦
後
、
東

京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
る
。

二
．
画
師
李
生

絵
の
作
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
、
著
名
な
画
家
に
仮
託
さ
れ
る
傾
向
は
、
常

に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
品
が
李
公
麟
画
と
さ
れ
た
の
は
、
乾
道
庚
寅
︵
一
一

七
〇
年
︶
重
陽
の
日
に
章
深
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
跋
︵
第
三
跋
︶

︵
図
４
︶
に
、
こ
の
画
の
由
来
を
﹁
舒
城
の
李
生
、
師
の
た
め
に
作
る
﹂
と
述

9

べ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
北
宋
を
代
表
す
る
文
人
画
家
、
李
公
麟
︵
一
〇
四
九

～
一
一
〇
六
︶
は
、
安
徽
舒
城
の
人
で
あ
り
、
宋
代
の
舒
城
出
身
の
李
姓
の
画

家
と
し
て
、
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
李
公
麟
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
淡
墨
細

筆
で
描
か
れ
た
こ
の
画
は
、
画
面
全
体
が
﹁
白
い
﹂
印
象
で
あ
り
、
李
公
麟
が

得
意
と
し
た
白
描
画
に
も
通
ず
る
。
従
っ
て
、
後
世
、
こ
の
画
が
李
公
麟
画
と

伝
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
不
思
議
で
な
い
。
だ
が
、
李
公
麟
の
没
年
は
、
北
宋
崇

寧
五
年
︵
一
一
〇
六
︶
で
あ
り
、
乾
道
六
年
︵
一
一
七
〇
︶
の
数
年
前
に
描
か

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
の
作
品
の
作
者
と
す
る
の
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
乾
道
七
年
︵
一
一
七
一
︶
に
書
か
れ
た
葛
邲
の
跋
︵
第
七
跋
︶︵
図
５
︶

が
、
別
の
手
掛
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

雲
谷
師
、
行
脚
す
る
こ
と
三
十
年
、
山
河
大
地
を

幾
ほ
と
ん

ど

遍
あ
ま
ね

く
す
る
も
、
心

空
し
く
な
り
て
、
た
だ
帰
る
に
及
び
、
な
お
瀟
湘
に
到
ら
ざ
る
を
恨
み
、
名
筆

に
遇
う
ご
と
に
、
こ
れ
を
し
て
図
写
せ
し
む
。
間と
き

に
、
好
事
の
取
り
去
る
と
こ

ろ
と
な
る
も
、
ま
た

靳

も
の
お
し
み

せ
ず
。
こ
の
軸
、
最
後
に
作
る
と
こ
ろ
。
予よ

は
、

も
と
よ
り
画
師
を
識し

ら
ず
･
･
･10

− 2 −



こ
こ
で
、
葛
邲
は
﹁
予
は
、
も
と
よ
り
画
師
を
識
ら
ず
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

作
者
が
李
公
麟
で
あ
れ
ば
、﹁
画
師
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
ま
し
て
や
、
画
家
が

誰
か
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。

本
作
品
の
跋
の
著
者
や
こ
の
画
の
宋
代
山
水
絵
画
史
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
鈴
木
敬
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

11

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
い
く
ら
か
補
足
し
た
が
、
以
下
、
別
の

角
度
か
ら
、
こ
の
作
品
と
後
世
の
呉
興
地
域
の
画
家
、
特
に
趙
孟
頫
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
考
察
し
た
い
。

三
．
実
景
山
水
図
と
文
人

著
者
は
、
か
つ
て
、
こ
の
作
品
を
例
と
し
て
、
宋
代
文
人
の
交
流
に
お
け
る

実
景
山
水
画
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
瀟

12

湘
地
方
が
、
神
話
や
歴
史
、
文
学
な
ど
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宋
の
文
人

達
に
と
っ
て
特
別
な
地
と
し
て
憧
憬
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の

よ
う
な
思
い
が
、
北
宋
の
文
人
宋
迪
に
よ
る
瀟
湘
八
景
や
瀟
湘
図
の
制
作
や
、

北
宋
末
以
後
の
﹁
瀟
湘
八
景
﹂
の
大
流
行
を
も
た
ら
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で

あ
り
、
雲
谷
が
﹁
な
お
、
瀟
湘
に
到
ら
ざ
る
を
恨
ん
だ
﹂
の
も
、
そ
の
思
い
を

共
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

宋
代
、
瀟
湘
図
を
描
い
た
宋
迪
や
、
江
南
の
景
を
描
き
独
自
の
米
法
山
水
画

法
を
生
み
出
し
た
米
芾
な
ど
、
文
人
た
ち
が
山
水
画
を
描
く
こ
と
が
始
ま
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
、
ま
だ
限
ら
れ
た
試
み
の
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
文
人
達
の
集
い
や
交
流
の
場
に
お
い
て
、
実
景
を
描
い
た
山
水
画
が
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
こ
で
賞
翫
さ
れ
た
実
景
図
は
、
文
人
自
身

の
手
に
な
る
も
の
よ
り
か
、
圧
倒
的
に
職
業
画
家
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
絵
画
そ
の
も
の
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
の
、
絵
に
対
し
て
文
人
た

ち
が
詠
ん
だ
詩
、
す
な
わ
ち
題
画
詩
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
一
端
を
窺
う

こ
と
が
出
来
る
。
題
画
詩
は
、
唐
代
に
始
ま
っ
た
が
、
特
に
、
宋
代
の
詩
の
代

表
的
な
ジ
ャ
ン
ル
と
な
り
、
画
を
見
て
詩
を
詠
む
こ
と
は
文
人
た
ち
の
交
流
の

場
に
お
い
て
重
要
な
活
動
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
潮
流
の
な
か
、
南
宋
初
期
の
在
野
の
読
書
人
、
孫
紹
遠
が
、
古

今
の
題
画
詩
を
集
め
た
﹃
声
画
集
﹄︵
南
宋
淳
煕
丁
未
︵
一
一
八
七
︶
自
序
︶

を
刊
行
す
る
。
そ
の
第
三
巻
の
﹁
州
郡
之
山
川
﹂
の
條
は
、
実
景
山
水
図
へ
題

し
た
詩
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
唐
の
張
籍
︵
七
六
六
～
八
三
〇
︶
の

詩
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
杭
州
に
任
官
し
て
い
た
友
人
か
ら
、
都
に
い
る
張
籍

に
送
ら
れ
て
き
た
杭
州
の
郡
の
楼
台
か
ら
の
眺
め
を
描
い
た
実
景
図
﹁
郡
楼
登

望
画
図
﹂
に
対
し
て
、
題
し
た
詩
﹁
杭
州
郡
楼
登
望
画
図
を
寄
せ
ら
れ
、
答
へ

て
白い

う
﹂︵
荅
白
杭
州
郡
楼
登
望
画
図
見
寄
︶
で
あ
る
。

画
き
得
た
り
江
城
、
登
望
す
る
処
。
寄
せ
来
た
り
て
今
日
長
安
に
と
ど
く
。

た
ち
ま
ち
驚
く
、
物
色
の
詩
よ
り

出
す
ぐ
る

る
を
。
さ
ら
に
工
人
、
手
を
下
す
こ
と

の
難
き
を
想
う
。
将ま
さ

に
画
を
堂
に

展
ひ
ろ
げ

れ
ば
、
ひ
と
え
に

好
よ
ろ
こ
び

を
覚
へ
、
朝
客

︵
朝
廷
の
官
僚
︶
来
た
る
毎
に
、
こ
と
ご
と
く
求
め
看
る
。
君
の
こ
れ
に
向
か

い
間
吟
す
る
意
を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
恨
む
べ
し
当
時
、
外
に
官
た
る
を
。13

こ
の
詩
か
ら
は
、
都
の
士
人
た
ち
が
、
い
か
に
そ
の
画
を
歓
迎
し
、
喜
ん
で
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賞
翫
し
て
い
た
か
が
伝
わ
る
。
こ
の
杭
州
の
実
景
図
は
、
在
地
の
工
人
︵
画

工
︶
が
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
、
都
の
官
僚
達
の
間
で
、
人

気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。
文
人
の
社
交
の
場
で
、
実
景
図
は
、
唐
代
に
お
い

て
、
す
で
に
、
こ
の
よ
う
に
も
て
囃
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
宋
代
に
受
け
継

が
れ
、
さ
ら
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

少
な
か
ら
ぬ
職
業
的
山
水
画
家
が
活
躍
し
、
注
文
に
応
じ
て
、
多
く
の
実
景
山

水
画
を
描
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
の
成
立
に
も
、
実
景
図
を
め
ぐ
る
同
様
の
文
化
的
状
況

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
先
に
挙
げ
た
葛
邲
の
跋
に
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
画
は
、
呉
興
の
雲
谷
が
画
師
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
雲

谷
は
、
三
十
年
間
行
脚
し
、
浙
江
の
東
や
江
西
の
諸
山
を
遍
く
巡
っ
た
の
ち
、

呉
興
西
郊
の
金
斗
山
に
隠
居
し
て
十
七
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
か
つ
て
多

く
の
地
を
巡
っ
た
が
、
瀟
湘
に
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
、
腕
の

い
い
画
師
に
遇
う
た
び
に
、
瀟
湘
図
を
描
い
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
は
、
雲
谷
が

六
朝
の
宗
炳
以
来
の
﹁
臥
遊
﹂
と
し
て
の
山
水
画
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
以
外
に
も
、
何
人
も
の
画
師
が
雲

谷
禅
師
の
た
め
に
瀟
湘
図
を
描
い
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
跋
文
か
ら
明
ら
か
に

な
る
。
雲
谷
は
、
最
後
に
手
許
に
残
っ
た
こ
の
幅
を
非
常
に
気
に
入
り
、
周
囲
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の
文
人
た
ち
に
題
跋
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
乾
道
六
年
甲
寅
︵
一
一
七
〇
︶
の

秋
か
ら
冬
に
書
か
れ
た
葛
郯
︵
十
一
月
一
日
︶、
章
深
︵
九
月
九
日
︶、
葛
郛

︵
十
月
三
十
日
︶
の
三
跋
と
、
翌
辛
卯
秋
に
書
か
れ
た
張
貴
謀
︵
八
月
十
五

日
︶、
張
泉
甫
︵
秋
︶、
葛
邲
︵
八
月
十
五
日
︶
の
三
跋
、
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時

期
と
考
え
ら
れ
る
年
記
の
な
い
彦
章
、
筠
齋
、
理
窟
の
跋
、
合
わ
せ
て
九
跋

が
、
画
と
と
も
に
表
装
さ
れ
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
辛

15

卯
中
秋
、
す
な
わ
ち
乾
道
七
年
︵
一
一
七
一
︶
旧
暦
八
月
十
五
日
に
、
少
な
く

と
も
張
貴
謀
と
葛
邲
の
二
人
の
士
大
夫
が
題
を
寄
せ
て
い
る
。
中
秋
に
際
し
て

何
ら
か
の
集
い
が
あ
り
、
席
上
で
の
揮
毫
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
文
人
の

社
交
に
お
け
る
、
山
水
図
賞
翫
の
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
の
跋
で
、
葛
邲
が
画
家
を
、
単
に
﹁
画
師
﹂
い
う
の
も
、
あ
る
い
は

章
深
の
跋
で
﹁
李
生
﹂
と
述
べ
る
の
も
、
こ
の
画
家
の
身
分
が
、
先
の
﹁
杭
州

郡
楼
登
望
画
図
﹂
で
、﹁
工
人
﹂
と
称
さ
れ
て
い
た
画
家
と
大
差
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
職
業
的
な
山
水
画
家
に
よ
る
実
景
図
の
作
例
と
し
て
、
李
嵩

筆
と
さ
れ
る
﹁
西
湖
図
巻
﹂︵
上
海
博
物
館
︶︵
図
６
︶
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
詳
述
し
な
い
が
、

16

本
来
上
海
本
の
﹁
西
湖
図
巻
﹂
に
付
さ
れ
て
い
た
元
の
同
時
代
文
人
の
跋
︵
現

在
、
明
末
の
模
本
﹁
西
湖
草
堂
図
巻
﹂︹
北
京
故
宮
博
物
院
︺
に
付
さ
れ
て
い

る
︶
に
よ
れ
ば
、﹁
西
湖
図
﹂
は
元
の
莫
昌
が
所
蔵
し
て
い
た
作
品
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
杭
州
の
職
業
画
家
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
莫
昌
、
字
維
賢

は
、
呉
興
の
人
で
、
杭
州
の
西
湖
湖
畔
に
居
を
構
え
て
い
た
。﹁
西
湖
図
﹂
上

に
は
、
彼
の
蔵
印
が
複
数
押
さ
れ
て
い
る
。
西
湖
の
よ
う
な
名
勝
を
描
い
た
作

品
は
、
先
の
張
籍
の
詩
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
多
く
の
需
要
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
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四
．
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
と
呉
興
の
関
係
に
つ
い
て

﹁
臥
遊
図
巻
﹂
の
跋
の
筆
者
の
う
ち
、
葛
郛
、
葛
郯
︵
紹
興
二
十
四
年
﹇
一

一
五
四
﹈
の
進
士
︶
と
葛
邲
︵
乾
道
五
年
﹇
一
一
六
九
﹈
の
進
士
︶
の
三
人
は

兄
弟
で
あ
る
。
彼
ら
は
呉
興
で
、
五
代
続
い
て
科
挙
合
格
者
を
出
し
た
名
家
の

出
身
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
葛
邲
は
後
、
南
宋
寧
宗
朝
の
大
臣
に
な
っ
た
。
た

だ
、
跋
を
書
い
た
の
は
、
進
士
に
合
格
し
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
も
う

一
人
の
跋
の
筆
者
、
張
貴
謀
は
、
浙
江
南
部
の
処
州
す
な
わ
ち
麗
水
の
人
で
、

葛
郯
と
同
年
︵
一
一
五
四
︶
の
進
士
で
あ
る
。
雲
谷
自
身
と
そ
の
他
の
五
名
の

跋
文
筆
者
の
伝
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
章
深
跋
に
よ
れ
ば
、
雲
谷
は
、
そ
れ

ま
で
の
ほ
ぼ
十
七
年
間
、
ず
っ
と
呉
興
の
西
郊
金
斗
山
に
隠
居
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
他
の
跋
の
筆
者
も
呉
興
の
地
と
係
わ
り
の
深
い
人
物
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
画
は
、
雲
谷
が
最
後
に
描
か
せ
た
瀟
湘
図
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
舒
城
出
身
の
画
家
李
生
も
、
当
時
、
呉
興
周
辺
で
活
動
し

て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
画
が
、
乾
道
七
年
︵
一
一
七
一
︶
以

降
、
明
の
顧
従
義
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た
か
は
、
不
明
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
瀟
湘
図
は
、
雲
谷
禅
師
が
そ
の
時
ま
で
手
放
さ

17

ず
、
地
縁
の
あ
る
文
人
た
ち
に
わ
ざ
わ
ざ
跋
文
ま
で
求
め
た
作
品
で
あ
っ
た
こ

と
を
想
え
ば
、
少
な
く
と
も
雲
谷
の
生
前
は
、
彼
の
手
許
に
、
す
な
わ
ち
呉
興

の
金
斗
山
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
巻
末
に
あ
る
李
公
麟
の
偽
款
の
下
方
に

は
、﹁
呉
﹂﹁
興
﹂
の
朱
文
連
珠
印
が
押
さ
れ
て
い
る
︵
図
３
参
照
︶。
印
影
か

ら
、
古
印
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
時
代
が
下
っ
て
も
、
呉
興
の
人
が
こ
の
絵

を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
、
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

雲
谷
か
ら
、
明
の
上
海
の
顧
従
義
︵
一
五
二
三
～
一
五
八
八
︶
ま
で
の
間
、

こ
の
画
は
、
少
な
く
と
も
江
南
一
帯
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。な

お
、﹁
呉
﹂﹁
興
﹂
の
連
珠
印
に
関
し
て
い
え
ば
、
元
末
の
莫
士
安
も
全
く

違
う
印
だ
が
﹁
呉
興
﹂
と
い
う
印
文
の
朱
文
印
を
鑑
蔵
印
と
し
て
用
い
て
い

た
。
莫
士
安
︵
字
、
維
恭
︶
は
、
元
末
呉
興
の
文
人
で
、
そ
の
名
か
ら
﹁
西
湖

18図
巻
﹂
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
莫
昌
︵
字
、
維
賢
︶
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
と
推
測

さ
れ
る
。
莫
昌
が
所
蔵
し
て
い
た
﹁
西
湖
図
巻
﹂
の
描
法
は
、
こ
の
﹁
臥
遊
図

巻
﹂
と
近
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
も
に
淡
墨
を
用
い
、
短
い
細
筆
に
よ
っ

て
、
細
か
な
景
物
や
人
物
を
描
写
し
て
い
る
。
同
じ
く
呉
興
の
人
で
あ
る
雲
谷

と
莫
昌
の
二
人
は
、
百
年
余
り
の
時
を
隔
て
、
そ
れ
ぞ
れ
相
似
た
画
風
を
も
つ

実
景
山
水
図
を
愛
蔵
し
賞
翫
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

呉
興
︵
現
在
の
湖
州
︶
は
、
古
来
文
人
た
ち
の
集
う
地
で
あ
っ
た
。
南
宋
の

都
臨
安
︵
杭
州
︶
に
も
ほ
ど
近
く
、
南
宋
～
元
代
に
か
け
て
も
、
こ
の
地
は
文

化
的
に
非
常
に
栄
え
た
地
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
呉
興
の
文
化
を
背
景
に
、
元
代
に
お
け
る
文
人
画
、
特
に
文
人

山
水
画
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
元
初
の
趙
孟
頫
や
銭
選
が
こ
の

地
に
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
作
品
に
も
、
淡
墨
の
使
用
や
、
細
筆
で
繊

細
に
筆
を
重
ね
る
画
法
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
に
共
通
す
る
特
徴

と
い
え
る
。
一
例
が
、
銭
選
の
﹁
浮
玉
山
居
図
巻
﹂
︵
上
海
博
物
館
蔵
︶
で
あ

り
、
淡
墨
主
体
の
細
い
線
で
描
く
筆
法
は
、﹁
瀟
湘
臥
遊
﹂
に
通
ず
る
。
ち
な

み
に
、﹁
浮
玉
山
居
図
巻
﹂
に
は
、
先
に
述
べ
た
﹁
西
湖
図
巻
﹂
の
所
蔵
者
で

あ
っ
た
呉
興
の
莫
昌
の
跋
が
あ
る
。
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そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
、﹁
臥
遊
図
巻
﹂
の
描
法
に
近
似
す
る
要
素
が
、

趙
孟
頫
の
作
品
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
．
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
と
趙
孟
頫
の
山
水
画

ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
繊
細
に
描
か
れ
た
人
物
表
現
で
あ
る
。﹁
鵲
華

秋
色
図
巻
﹂︵
一
二
九
五
年
、
台
北
故
宮
︶
や
﹁
水
村
図
巻
﹂︵
一
三
〇
二
年
、

北
京
故
宮
︶
を
は
じ
め
と
し
て
趙
孟
頫
の
山
水
図
に
は
、
い
ず
れ
も
微
細
な
人

物
が
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
舟
に
乗
っ
て
漁
を
し
た
り
、
水
辺
で
網
を

揚
げ
て
い
る
漁
師
や
、
耕
作
し
た
り
、
道
を
行
く
農
民
の
小
さ
な
姿
︵
図
７
～

︶。
こ
れ
ら
趙
孟
頫
の
山
水
画
中
に
小
さ
く
描
か
れ
た
漁
師
や
庶
民
の
姿
は
、

10基
本
的
に
は
、
五
代
南
唐
の
董
源
画
の
伝
統
と
い
え
る
が
、
そ
の
細
線
に
よ
る

描
法
は
、
董
源
画
に
ま
で
遡
る
よ
り
、﹁
臥
遊
図
巻
﹂
中
の
点
景
人
物
か
ら
の

直
接
的
影
響
を
思
わ
せ
る
︵
図

︶。

11

さ
ら
に
、
ま
た
、
趙
孟
頫
の
﹁
重
江
畳
嶂
図
巻
﹂︵
台
北
故
宮
︶︵
図

︶
の

12

特
徴
的
な
樹
木
︵
図

︶
は
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
の
巻
頭
に
描
か
れ
た
樹
木
︵
図

13

︶
の
描
法
に
近
似
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
水
気
の
多
い
淡
墨
に
よ
っ
て
一

14叢
の
繁
茂
し
た
葉
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
飛
び
出
す
よ
う
な
線
に
よ
っ
て
、
葉
叢

を
描
く
。

た
だ
、﹁
臥
遊
図
﹂
の
樹
叢
の
描
写
で
は
素
早
い
側
筆
の
動
き
に
特
徴
が
あ

る
が
、
趙
孟
頫
画
で
は
そ
の
よ
う
な
側
筆
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
き

わ
め
て
淡
い
淡
墨
の
み
で
描
か
れ
た
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
に
比
較
す
れ
ば
、﹁
畳
嶂

図
巻
﹂
の
墨
色
は
そ
れ
ほ
ど
淡
く
は
な
い
。

趙
孟
頫
の
﹁
畳
嶂
図
巻
﹂
は
、
明
ら
か
に
李
郭
派
の
影
響
を
受
け
た
作
品
で

あ
る
。
今
述
べ
た
よ
う
な
樹
木
の
画
法
も
、
あ
る
い
は
。
李
郭
派
の
灌
木
描
写

の
変
形
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
︵
図

︶
。
し
か
し
、
李
郭

15

派
の
作
品
の
な
か
に
、
こ
の
よ
う
な
葉
叢
を
串
刺
し
に
し
た
よ
う
な
特
徴
的
な

枝
の
描
き
方
は
見
当
た
ら
な
い
。﹁
臥
遊
図
巻
﹂
の
巻
頭
部
分
の
特
徴
的
な
樹

木
の
描
法
以
上
に
、
趙
孟
頫
の
﹁
畳
嶂
図
﹂
の
樹
木
の
表
現
に
近
い
も
の
は
、

管
見
の
限
り
他
に
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
樹
木
の
描
法
は
、

後
の
黄
公
望
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂︵
一
三
五
〇
年
、
台
北
故
宮
︶
の
巻
末
辺
り

に
描
か
れ
て
い
る
樹
木
の
一
部
に
も
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
も
、
﹁
畳
嶂
図
﹂
と
﹁
臥
遊
図
﹂
に
は
、
類
似
す
る
表
現
が
見
受

け
ら
れ
る
。
一
般
論
か
ら
す
れ
ば
、﹁
臥
遊
図
巻
﹂
は
五
代
董
源
の
流
れ
を
汲

む
、
水
郷
の
景
を
描
く
江
南
山
水
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一

方
の
﹁
畳
嶂
図
巻
﹂
は
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
李
郭
派
、
す
な
わ
ち
華
北
系
の

山
水
様
式
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
例
え
ば
、﹁
畳
嶂
図
巻
﹂
の
上
方
に
、
水
平

に
長
く
連
な
っ
て
い
る
遠
山
の
表
現
も
、
李
郭
派
の
山
水
画
の
特
徴
の
一
つ
と

解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
︵
図

︶。
だ
が
、
実
は
、
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
に
も
、
同
様

16

の
遠
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
画
中
の
後
半
に
連
綿
と
描
か
れ

て
お
り
、
か
な
り
目
立
つ
存
在
で
あ
る
︵
図

︶
。

17

も
ち
ろ
ん
、﹁
臥
遊
図
巻
﹂
に
は
補
筆
が
あ
り
、
中
央
の
主
山
の
左
後
方
に

描
か
れ
た
遠
山
の
一
部
分
は
、
墨
色
も
不
自
然
に
濃
く
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
の

絵
の
別
の
部
分
の
紙
を
補
っ
て
、
筆
を
補
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
が

指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
︵
図

︶。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
補
筆
部
分
だ
け
で
な
く
、

18

そ
の
後
ろ
に
連
綿
と
続
く
、
今
述
べ
た
遠
山
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
後
補
と
み
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な
し
て
、
本
来
そ
こ
に
は
遠
山
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
提
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
図
の
よ
う
な
、
淡
墨
主
体
で
烟
霧
に
包
ま
れ
た
水
郷

19

の
景
を
描
く
典
型
的
な
江
南
系
の
山
水
画
巻
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
︵
李
郭

派
風
の
︶
遠
山
描
写
は
、
他
に
例
を
見
ず
、
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
よ

る
。し

か
し
、
仮
に
、
遠
山
の
部
分
を
す
べ
て
こ
の
絵
か
ら
取
り
去
っ
て
し
ま
う

と
、
こ
の
絵
全
体
の
構
図
は
、
相
当
に
脆
弱
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
樹
木

の
表
現
や
側
筆
の
筆
法
、
さ
ら
に
こ
の
遠
山
の
描
写
か
ら
見
て
、
こ
の
画
の
作

者
は
、
李
郭
派
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
宋
代
の
職
業
的
山
水
画
家
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
李
郭
派

の
影
響
を
受
け
た
画
家
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
さ
え
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

李
郭
派
に
見
ら
れ
る
、
ス
ケ
ー
ル
感
を
も
っ
た
山
水
画
の
枠
組
み
は
、
特
に
南

宋
画
院
の
馬
遠
夏
珪
様
式
が
確
立
す
る
以
前
に
、
職
業
的
山
水
画
家
に
共
有
さ

れ
、
き
わ
め
て
有
用
な
、
山
水
画
の
定
型
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、﹁
臥
遊
図
巻
﹂
は
、
南
宋
画
で
あ
り
な
が

ら
、
北
宋
画
に
近
い
大
観
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
作
品
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
も
ま
た
、
画
家
が
北
宋
の
李
郭
派
山
水
の
基
礎

20

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
来
、
李
郭
派
山
水
は
華
北
の
景
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
﹁
臥
遊
図

巻
﹂
で
は
、
李
郭
派
的
な
画
法
を
用
い
な
が
ら
、
江
南
の
水
郷
の
景
を
描
き
出

し
て
い
る
。
そ
の
画
巻
後
半
に
連
綿
と
続
く
遠
山
は
、
水
平
方
向
の
連
続
性
を

示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
画
巻
全
体
の
構
図
の
大
枠
が
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
李
郭
派
的
な
︵
華
北
系
山
水
の
︶
遠
山
は
、
水
面
に
浮
か
ぶ
小
さ

な
島
や
穏
や
か
な
三
角
形
の
山
並
み
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
江
南
の
情
景

と
は
、
本
来
相
容
れ
な
い
も
の
と
い
え
る
。
趙
孟
頫
の
﹁
烟
江
畳
嶂
図
巻
﹂
に

お
け
る
試
み
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
李
郭
派
的
な
画
法
に
よ
る
江
南
の
景

の
表
出
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
す
で
に
、
趙
孟
頫
よ
り

以
前
に
、
こ
の
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
に
お
い
て
、
そ
れ
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
趙
孟
頫
は
、
他
に
も
﹁
江
村
漁
楽
団
扇
﹂︵
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
︶

︵
図

︶
で
も
、
同
様
の
試
み
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
趙
孟
頫
の
こ
の
よ

19

う
な
試
み
の
背
景
に
、
こ
の
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
か
ら
の
影
響
を
考
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
趙
孟
頫
が
、
郷
里
の
呉
興
に
お
い
て
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
を
見
た

可
能
性
も
、
皆
無
で
は
な
く
、
或
い
は
少
な
く
と
も
、
当
時
呉
興
の
人
々
に
賞

翫
さ
れ
て
い
た
、
こ
れ
に
類
す
る
職
業
画
家
の
手
に
な
る
江
南
の
景
を
描
く
実

景
山
水
図
を
見
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
趙
孟
頫
は
そ
れ
ら

の
作
品
の
画
法
を
応
用
し
、
新
し
い
山
水
画
の
創
作
を
試
み
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
見
て
き
た
よ
う
な
、
趙
孟
頫
の
山
水
画
中
に
認
め
ら
れ

る
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
と
の
描
法
上
の
共
通
性
か
ら
も
、
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

南
宋
初
期
の
呉
興
地
域
で
制
作
さ
れ
た
、
こ
の
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
が
、
元

初
、
呉
興
に
生
ま
れ
た
趙
孟
頫
の
山
水
図
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
元
代
初
期
の
趙
孟
頫
は
、
様
々

な
山
水
様
式
を
試
み
、
そ
の
結
果
、
後
代
に
つ
な
が
る
文
人
の
山
水
画
様
式
が

築
か
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
過
去
の
一
流
の
画
家
達
か
ら
だ
け
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で
な
く
、
当
時
彼
の
周
辺
で
見
る
こ
と
が
出
来
た
無
名
の
職
業
画
家
の
山
水
画

か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。﹁
臥
遊
図
巻
﹂

は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
山
水
画
の
一
つ
と
い
え
、
見
る
者
に
、
深
い
印
象
を

与
え
る
名
品
で
あ
る
。
地
理
的
な
関
係
か
ら
も
、
こ
の
作
品
は
、
か
つ
て
、
趙

孟
頫
の
故
居
の
す
ぐ
近
所
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
趙
孟
頫
が
こ
の
﹁
臥
遊
図
巻
﹂
を
見
た
こ
と
を
示
す
手
掛

か
り
は
、
存
在
し
な
い
。
現
存
の
画
面
上
に
は
、
初
期
の
鑑
蔵
印
も
押
さ
れ
て

い
な
い
。
先
に
述
べ
た
﹁
呉
﹂﹁
興
﹂
の
連
珠
印
も
、
宋
元
時
代
の
印
章
に
は

見
え
な
い
。
た
だ
、
こ
の
印
章
は
、
後
代
に
も
、
こ
の
絵
が
呉
興
と
何
ら
か
の

結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
直
接
の
影
響
は
無

い
と
し
て
も
、
呉
興
周
辺
の
職
業
画
家
た
ち
が
、﹁
臥
遊
図
巻
﹂
の
よ
う
な
山

水
画
法
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
易
い
。
趙
孟
頫
が
、
そ
の
よ
う
な
山
水

画
の
一
つ
を
見
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
文
人
山
水
画

の
確
立
に
お
い
て
、
趙
孟
頫
が
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
彼

の
作
品
を
研
究
す
る
際
、
こ
の
よ
う
な
、
職
業
的
画
家
を
も
含
む
、
当
時
の
幅

広
い
絵
画
制
作
の
状
況
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
、
ま
た
重
要
で
あ
ろ
う
。

後
記
：
本
論
は
、
﹃
上
海
文
博
﹄
二
〇
一
〇
年
四
期
に
中
文
で
掲
載
さ
れ
た
拙
論
を
、
日
本

語
に
翻
訳
し
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
は
、
二
〇
一
〇
年
秋
に
上
海
博
物

館
で
挙
行
さ
れ
た
日
本
所
蔵
中
国
名
画
の
里
帰
り
展
﹁
丹
青
千
年
展
﹂
に
際
し
て
開
催

さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
の
口
頭
発
表
の
為
に
、
事
前
に
中
文
で
準
備
し
送
付

し
た
論
文
で
あ
り
、
校
正
も
経
ず
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
誤
り
も
あ
り
、
図
版
の
多
く

が
省
略
、
差
し
替
え
ら
れ
、
論
旨
を
追
い
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
、
加

筆
修
正
し
た
も
の
を
日
本
文
で
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

１

﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
の
内
藤
湖
南
の
跋
に
、﹁
此
巻
癸
亥
九
月
大
震
時
，
幸
免
祝
融
之

災
、
実
頼
菊
池
惺
堂
挺
身
救
出
諸
烟
焔
中
云
語
、
在
東
坡
黄
州
寒
食
詩
巻
跋
。
甲
子
四

月
内
藤
虎
﹂︵
こ
の
巻
、
癸
亥
九
月
大
震
災
の
時
、
祝
融
の
災
い
︵
火
災
︶
を
幸
い
に
免

れ
た
る
は
、
実
に
、
菊
池
惺
堂
が
身
を
挺
し
、
こ
れ
を
烟
焔
中
よ
り
救
出
す
る
に
頼
る

云
々
の
語
は
、
東
坡
﹁
黄
州
寒
食
詩
巻
﹂
の
跋
に
あ
り
︶
と
い
い
、
蘇
軾
﹁
寒
食
詩
﹂

巻
の
跋
に
惺
堂
自
身
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
識
し
て
い
る
と
分
か
る
。
ま
た
、
鶴
田
武
良

﹁
原
田
悟
朗
氏
聞
書
、
大
正
︱
昭
和
初
期
に
お
け
る
中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
﹂

︵
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
﹃
中
国
明
清
名
画
展
︱
天
津
私
立
芸
術
博
物
館
秘
蔵
﹄︵
神
戸
市
立

博
物
館

一
九
九
二
年

所
収
︶
に
も
、
詳
し
い
。

２

董
其
昌
跋
﹁
海
上
顧
中
舎
所
蔵
名
巻
有
四
、
謂
顧
愷
之
女
史
箴
・
李
伯
時
蜀
江
図
・

九
歌
図
及
瀟
湘
図
耳
。
女
史
箴
在檇

李
項
家
、
九
歌
在
余
家
、
瀟
湘
在
陳
子
有
参
政
家
、

蜀
江
在
信
陽
王
里
逅
将
軍
家
、
皆
奇
踪
也
。
董
其
昌
観
因
題
。﹂

３

現
在
、
こ
の
偽
款
は
巻
末
に
あ
る
。
こ
の
偽
款
の
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
明
代
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
一
考
す
べ
き
は
、
こ
の
画
巻
に
は
、
同
一
の
紙
を
補
っ
て

修
理
し
た
跡
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
小
舟
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
画
巻
に

は
、
そ
の
小
舟
を
含
む
部
分
が
あ
り
、
現
状
よ
り
も
長
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
、
巻
末
方
向
が
現
状
よ
り
相
当
長
か
っ
た
と
は
構
図
的
に
も
考
え
が
た
い
。
一
般

的
に
画
巻
の
傷
み
は
巻
頭
部
分
に
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
巻
頭
の
傷
ん
だ
部
分
を
取
り

去
り
、
そ
こ
か
ら
、
補
修
用
の
紙
を
と
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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４

雲
夢
は
、
瀟
湘
地
方
を
含
む
、
長
江
中
流
域
を
指
す
古
代
の
地
名
。

５

日
本
で
、
本
作
品
を
調
査
し
た
際
の
張
子
寧
氏
の
口
頭
の
指
摘
に
よ
る
。
ま
ず
、
乾

隆
の
筆
法
が
通
例
の
も
の
と
異
な
り
、
払
い
の
筆
先
が
割
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

こ
の
引
首
︵
題
︶
の
書
か
れ
た
本
紙
と
前
後
の
隔
水
︵
表
装
︶
に
跨
が
っ
て
押
さ
れ
た

騎
縫
印
︵
割
印
︶
の
、
本
紙
上
の
部
分
の
み
が
、
筆
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
き
印
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
。
研
究
者
は
乾
隆
の
題
跋
を
さ
ほ
ど
重
視
し
な
い
が
、
一
般
に
は
価
値

あ
る
書
と
み
な
さ
れ
、
扁
額
と
し
て
も
恰
好
の
大
き
さ
で
あ
る
た
め
、
近
代
に
清
宮
よ

り
出
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
差
し
替
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

６

﹁
北
宋
李
龍
眠
瀟
湘
臥
游
図
一
巻
、
購
於
呉
門
、
価
貳
百
両
。
康
煕
癸
酉
︵
一
六
九

三
︶
嘉
平
江
村
高
氏
簡
静
齋
記
。
︵
以
下
小
字
︶
大
児
元
受
、
次
児
侶
鴻
﹂
こ
の
高
士
奇

の
覚
え
書
き
は
、
﹃
石
渠
宝
笈
﹄
︵
巻
四
十
四
︶
の
﹁
李
公
麟
筆
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
の
条

に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
乾
隆
朝
の
改
装
時
か
そ
れ
以
降
に
軸
心
に
封
じ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

７

﹃
石
渠
宝
笈
﹄
巻
四
十
四
、
﹁
瀟
湘
臥
游
図
﹂
の
條
。
戇
叟
も
伝
未
詳
。
他
の
宋
跋
と

同
時
期
に
書
か
れ
た
跋
と
推
測
さ
れ
る
。
清
宮
を
出
て
か
ら
、
先
述
し
た
乾
隆
の
題
の

差
し
替
え
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
戇
叟
跋
と
高
士
奇
跋
が
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現

状
で
は
、
宋
の
理
窟
跋
の
後
に
は
、
別
紙
で
、
関
東
大
震
災
翌
年
︵
一
九
二
四
年
︶
の

内
藤
湖
南
の
跋
が
あ
り
、
次
い
で
、
別
紙
で
一
九
〇
二
年
秋
の
呉
汝
綸
の
跋
︵
東
京
で

の
観
記
︶
が
あ
り
、
こ
の
近
代
の
二
跋
も
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
最
末
尾
の
軸

心
近
く
に
は
、
修
理
以
前
に
隠
れ
て
い
た
高
士
奇
の
購
入
記
が
表
装
さ
れ
て
い
る
。

８

陳
子
有
は
、
明
末
の
収
蔵
家
、
官
は
太
僕
。
王
世
貞
﹃
弇
州
四
部
稿
・
続
稿
﹄︵
巻
一

五
一
︶
に
、
﹁
陳
子
有
先
生
像
賛
﹂
が
あ
る
。

９

﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
章
深
跋
文
﹁
雲
谷
禅
師
、
妙
齢
訪
道
方
外
、
足
跡
遍
浙
江
東
江
西

諸
山
、
･
･
･
心
空
倦
遊
、
帰
臥
于
呉
興
金
斗
山
、
且
十
七
年
。
宜
於
山
水
飫
閲
而
厭
見
、

況
帋
墨
所
幻
、
顧
何
足
進
。
舒
城
之
李
生
為
師
作
瀟
湘
横
看
愛
之
。
俾
余
評
、
･
･
･﹂︵
乾

道
六
年
︹
一
一
七
〇
︺
重
陽
︶

﹁
雲
谷
禅
師
は
妙
齢
に
し
て
、
道
を
方
外
に
訪
ね
、
そ
の
足
跡
は
、
浙
江
の
東
、
江
西
諸

山
に
遍
し
、
･
･
･
心
空
し
く
遊
(た
び
)
に
倦
み
、
呉
興
の
金
斗
山
に
帰
り
臥
す
こ
と
、
且

(ま
さ
)
に
十
七
年
に
な
ん
な
ん
と
す
。
宜
(ほ
と
ん
)
ど
山
水
に
お
け
る
や
、
閲
る
に
飫

(あ
)
き
、
見
る
を
厭
ふ
に
、
い
わ
ん
や
帋
墨
︵
＝
紙
墨
、
絵
画
を
指
す
︶
は
幻
と
す
る

と
こ
ろ
、
顧
(す
な
)
わ
ち
何
ぞ
す
す
む
る
に
足
ら
ん
。︵
し
か
る
に
︶
舒
城
の
李
生
、
師

の
た
め
に
瀟
湘
横
看
︵
＝
画
巻
︶
を
作
る
に
、
こ
れ
を
愛
し
、
余
を
し
て
評
せ
し

む
･
･
･﹂︵
書
き
下
し
は
筆
者
︶

葛
邲
跋
文
﹁
雲
谷
師
行
脚
卅
年
、
幾
遍
山
河
大
地
、
心
空
及
第
帰
、
猶
以
不
到
瀟
湘

10
為
恨
、
毎
遇
名
筆
使
之
図
写
。
間
為
好
事
取
去
、
亦
復
不
靳
。
此
軸
最
後
所
作
、
予
素

不
識
画
師
。
･
･
･
〟﹂
(乾
道
六
年
︹
一
一
七
〇
︺
十
一
月
旦
)。

鈴
木
敬
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
に
つ
い
て
﹂

上
・
下

﹃
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
五
十

11
九
・
七
十
九

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

一
九
七
三
年
、
一
九
七
九
年

宮
崎
法
子
﹁
南
宋
時
代
に
お
け
る
実
景
山
水
図
﹂︵
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
編
著

12﹃
世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編
六

南
宋
・
金
﹄
小
学
館

二
〇
〇
〇
年
、
所
載
︶

﹁
答
白
杭
州
郡
楼
登
望
画
図
見
寄
﹂﹁
画
得
江
城
登
望
処

寄
来
今
日
到
長
安

乍
驚

13
物
色
従
詩
出

更
想
工
人
下
手
難

将
展
画
堂
偏
覚
好

毎
来
朝
客
尽
求
看

見
君
向

此
閒
吟
意

肯
恨
当
時
作
外
官
﹂︵
張
籍
﹃
張
司
業
集
﹄
巻
五
︶

前
掲
注

葛
邲
跋
参
照

14

10

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
跋
筆
者
の
う
ち
、
葛
郯
、
葛
郛
、
葛
邲
は
兄
弟
で
あ
り
、
張

15
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貴
謀
と
葛
郯
は
同
年
︵
一
一
五
四
年
︶
の
進
士
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
在
の
跋
文
の
順
序
に
は
錯
簡
が
あ
り
、
年
紀
に
よ
れ
ば
、
現
状
の
第
一

跋
で
あ
る
葛
郯
の
跋
文
は
現
状
第
四
跋
の
葛
邲
跋
の
あ
と
に
、
第
二
跋
の
張
貴
謨
の
跋

は
、
少
な
く
と
も
現
状
第
七
跋
葛
邲
跋
の
前
か
後
ろ
に
来
る
べ
き
で
あ
る
。

宮
崎
法
子
﹁
上
海
博
物
館
蔵
︽
西
湖
図
巻
︾
と
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
︽
西
湖
草
堂
図

16
巻
︾
に
つ
い
て
﹂
﹃
実
践
女
子
大
学

美
学
美
術
史
学
科

紀
要
﹄
十
六
、
二
〇
〇
一
年

董
其
昌
の
跋
に
あ
る
よ
う
に
、
明
末
海
上
の
顧
従
義
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
董
其
昌

17
の
跋
の
頃
は
、
陳
子
有
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
康
煕

︵
一
六
九
三
︶
年
、
高
士
奇

が
蘇
州
に
お
い
て
二
百
両
で
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
乾
隆
帝
の
所
蔵
と
な
っ
た
。

荘
厳
主
編
﹃
晋
唐
以
来
書
画
家
鑑
蔵
家
款
印
譜
﹄
Ⅰ
二
七
九
頁
︵
香
港

一
九
六
四

18
年
︶
所
載
の
朱
文
印
。
倪
瓚
﹁
江
岸
望
山
図
﹂
に
押
さ
れ
た
も
の
。

救
仁
郷
秀
明
﹁
﹃
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹄
小
考

董
源
の
山
水
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
﹂

19

：

﹃
美
術
史
論
叢
﹄
六

一
九
九
〇
年

鈴
木
敬
﹃
中
国
絵
画
史
﹄
中
之
一
、
九
二
頁
︵
吉
川
弘
文
館

一
九
八
四
年
︶
な
ど

20
︻
図
版
使
用
作
品
デ
ー
タ
及
出
典
一
覧
︼

図
１

李
氏
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
本
紙
及
び
題
跋

東
京
国
立
博
物
館
蔵

本
紙
部
分

紙
本
墨
画

三
〇
・
三
×
四
〇
〇
・
四

東
京
国
立
博
物
館
蔵

cm

東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

蔵
品
画
像

h
ttp

:

/
/ww

w

.tnm

.jp

/mo
d
u
les

/r_co
llectio

n

図
２

同
前

隔
水
上

董
其
昌
跋

部
分

図
３

同
前

偽
款
部
分

図
４

同
前

後
跋
部
分

章
深
跋

図
５

同
前

後
跋
部
分

葛
邲
跋

図
６

︵
伝
︶
李
嵩
﹁
西
湖
図
巻
﹂
紙
本
墨
画

二
七
・
八
×
八
〇
・
七
cm

上
海
博
物
館
蔵

﹃
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
・
上
海
博
物
館
蔵
中
国
書
画
名
品
図
録
﹄︵
一
九
九
四
年
︶

よ
り

図
７
ａ
ｂ
ｃ

趙
孟
頫
﹁
鵲
華
秋
色
図
巻
﹂
部
分

元
貞
元
年
︵
一
二
九
五
年
︶

紙
本
墨
画
着
色

二
八
・
四
×
九
三
・
二

国
立
故
宮
博
物
院
︵
台
北
︶
蔵

cm

二
玄
社
製
﹁
鵲
華
秋
色
図
巻
﹂
複
製
よ
り
撮
影

図
８
ａ
ｂ

趙
孟
頫
﹁
水
村
図
巻
﹂
部
分

大
徳
六
年
︵
一
三
〇
二
︶
紙
本
墨
画

二

四
・
九
×
一
二
〇
・
五

故
宮
博
物
院
︵
北
京
︶
蔵

cm

﹃
故
宮
博
物
院
蔵
画
集
﹄
四

元
代
部
分

︵
人
民
美
術
出
版
社

一
九
七
八
年
︶

図
９

趙
孟
頫
﹁
洞
庭
東
山
図
﹂
部
分

絹
本
墨
画
着
色

六
〇
・
八
×
二
六
・
六
cm

上
海
博
物
館
蔵

﹃
帰
去
来
兮

趙
孟
頫
書
画
珍
品
回
家
展
特
集
﹄︵
西
冷
印
社
出
版
社

二
〇
〇
七

年
︶
よ
り

図

、

趙
孟
頫
﹁
江
村
漁
楽
図
団
扇
﹂

絹
本
墨
画
着
色

二
八
・
六
×
三
〇
・
〇

10

18

cm

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵

﹃
文
人
画
粋
編
﹄
中
国
編
３
︵
中
央
公
論
社

一
九
八
五
年
︶

図

ａ
～
ｆ

李
氏
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
部
分

11
図

趙
孟
頫
﹁
重
江
畳
嶂
図
巻
﹂
紙
本
墨
画

国
立
故
宮
博
物
院
︵
台
北
︶
蔵

二

12

八
・
四
×
一
七
六
・
四
cm

﹃
李
郭
山
水
画
系
特
展
﹄︵
国
立
故
宮
博
物
院
刊
、
一
九
九
九
年
︶

図

同
前

樹
木
部
分

13
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図

、

李
氏
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
部
分

14

17

図

郭
煕
﹁
早
春
図
﹂
部
分

煕
寧
五
年
︵
一
〇
七
二
︶

絹
本
墨
画
淡
彩

一
五
八
・

15

三
×
一
〇
八
・
一

国
立
故
宮
博
物
院
︵
台
北
︶
蔵

cm

二
玄
社
製
﹁
早
春
図
﹂
複
製
よ
り
撮
影

図

伝
郭
煕
﹁
溪
山
秋
霽
図
巻
﹂
部
分

絹
本
墨
画

二
六
・
〇
×
二
〇
六

フ

16

cm

リ
ー
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵

鈴
木
敬
主
編
﹃
中
国
絵
画
総
合
図
録
﹄
︵
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
編
︶
一
九
八
二
年
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図1
「瀟湘臥遊図巻」
全図（本紙）及 題跋

董其昌跋 乾隆帝 題1跋 乾道庚寅（1170）
十一月 葛郯跋

乾隆帝跋

7跋 辛卯中秋 葛邲跋 6跋 辛卯
張泉甫跋

5跋 彦章跋 3跋 庚寅(1170)
重陽 章深跋

2跋 辛卯(1171)
中秋 張貴謨跋

4跋 庚寅(1170)
十一月 葛郛跋

壬寅(1902)
呉汝綸跋

8跋 筠齋跋9跋 理窟跋1924年
内藤湖南跋

高士奇
購入記録

乾隆帝跋

乾隆帝
墨竹
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図2
董其昌跋

図3
李公麟偽款図4 章深跋文（第３跋）

図5 葛邲跋文（第７跋）

図6 「西湖図卷」(上海博物馆藏)
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図7-a､ b､ c
趙孟頫「鵲華秋色図巻」部分 点景人物

図10 趙孟頫

「江村漁楽図団扇」
部分 図9 趙孟頫

「洞庭東山図」部分 図8-a(右)､b(左) 趙孟頫「水村図巻」 部分 点景人物

図11-a､ b､ c､ d､ e､ f 「瀟湘臥遊図巻」 部分 点景人物

7a

7c

7b

11c
11b 11a

11d

11e

11f
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図12 趙孟頫 「重江畳嶂図巻」 台北・故宮博物院

図13 「重江畳嶂図巻」 樹木部分

図14 「瀟湘臥遊図巻」 樹木部分

図15 郭熙「早春図」
部分

図16 (伝)郭熙 「溪山秋 図巻」 フリーア・ギャラリー

図17 「瀟湘臥遊図巻」 遠山部分

図18 「瀟湘臥遊図巻」 補紙と補筆部分図19 趙孟頫「江村漁楽図団扇」
クリーブランド美術館


